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【主な研究成果】
 「Ti-12Nb合金のα”相の昇温過程における相変態に及ぼす酸素添加効果」
 アーク溶解炉を用いてTi-12Nb-(0, 3)O (at%)合金を作製した。それらの試料を石英管内に真空封入した後、1200 ℃で3.6 ksの均質化処理を行い氷塩水中に焼入れた。均質化した試料を850 ℃で熱間圧延を行い、厚さ 1.5 mm の板状試料にした。その後、流動Ar下において1000 ℃で0.6 ksの溶体化処理(SST)を施し、氷塩水中に焼入れた。得られた試料に対して、酸素濃度を先進マグネシウム国際研究センター（MRC）にて計測するとともに、光学顕微鏡観察及びX線回折測定(XRD)による組織の評価を行った。昇温過程における結晶構造変化を解析するために、He雰囲気中における高温X線回折によるその場測定(in-situ XRD)を行った。室温から昇温速度50 ℃/minで種々の目標温度まで加熱した後にXRD測定を行うとともに、その目標温度にて等温保持を行い、等温保持に伴う構造変化をXRD測定した。また、比較として純Ti板についても同様の試験を行った。
　純チタンを室温及び458 ℃に加熱時のその場X線回折測定を行った結果、室温における測定において，34.9°, 38.3°, 40.0°付近にα相からの3本の回折ピークが観察されるが，458 ℃に加熱時の測定結果では，それら3つの回折ピークが低角度側にシフトしていることが分かった。これは、昇温により結晶格子が熱膨張した結果、各結晶面の面距離が広がったことによる回折ピークシフトであった。
　一方、Ti-12NbおよびTi-12Nb-3Oを室温にてX線回折測定にて構造を解析した結果、α” 相を示す5本の回折ピークが確認できた。それらの試料を、427℃に加熱した状態においても5本の回折ピークが確認されるが、室温の測定結果と比較して、110，002，111回折ピークは低角度側にシフトしているが、020と021の回折ピークは高角度側にシフトしていた。昇温による格子熱膨張に伴い回折ピークは低角度側にシフトすることを考慮すると、昇温時の回折ピークの高角度側へのピークシフトは、α” 相の結晶構造変化に起因していることが示唆された。そこで、結晶構造変化にともなう回折ピーク角度シフトをシミュレーションした結果、今回の昇温時の回折ピークシフトは、α”相の構造がβ相により近づく構造変化に対応していることが明らかとなった。
　今回、室温から427℃までの昇温熱処理では、α”相の相変態に及ぼす酸素添加効果は明確には認められなかったため、より高温での熱処理にてα”相の構造変化の解析を今後行っていく必要があるといえる。

【今後の展望】
　酸素添加によって、α”相の相変態挙動に影響が現れることを事前の示差走査熱量測定（DSC）を用いた研究から明らかにしているが、X線回折その場加熱測定実験では、いまだ明確な相違を見出すには至っていない。今後は、DSC測定において、酸素添加によりα”相の昇温過程に相違がみられた温度域（472～550℃）における構造変化の詳細をその場X線回折測定を中心に調査していく。そして、α”相の昇温過程に及ぼす酸素添加効果を明確にしていく。

【具体的な成果】
　●学会発表
　軽金属学会　第１４４回春期大会
　「酸素含有Ti-12Nb合金の昇温過程における α”相の結晶構造変化」
　　　愛媛大　〇(M1)大澤史哉、小林千悟、岡野　聡
　「チタンのα→β変態に伴う組織形成に及ぼす酸素・窒素添加効果」
　　　愛媛大　〇小林千悟、(M2)重松　司、岡野　聡
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